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だいぶ暖かくなってきたけど、

体調管理しっかりな～！

　皆様、こんにちは。
令和６年10月にとくし
ま医療センターに赴任
いたしました、小児科
医の北村明子と申しま
す。月曜日と木曜日は

東病院、火曜日と金曜日は西病院、水曜日はど
ちらかの病院で勤務しております。少し不規則
な勤務形態ですが、先生方や病棟スタッフの皆
様としっかり連携をとり、両病院の患者様の診
療に貢献できるよう努めてまいります。どうぞ
よろしくお願い申し上げます。
　私は神戸市で生まれ育ち、大学入学を機に徳
島にまいりました。徳島大学医学部を卒業後、
子どもが好き、子どもたちの力になりたいと、
迷わず小児科に入局し、卒後約10年間は徳島大
学病院や医局の関連病院で小児医療に携わりま
した。香川県の坂出聖マルチン病院、香川小児
病院（現：四国こどもとおとなの医療センター）、
さぬき市民病院、愛媛県の四国中央病院、徳島
県では阿南共栄病院（現：阿南医療センター）、
吉野川病院、そして、こちらの東病院でも２年
間勤務させていただきました。いずれの病院に
おきましても、小児科医として貴重な経験を積
ませていただき、心から感謝しております。
　卒後４年目に社会人大学院生となり、日中は

小児科医として勤務し、夜は大学で研究に取り
組む日々を送っておりましたが、次第に、もっ
と集中して研究したい、原因不明の病気の原因
を解明したいと思うようになりました。
　平成20年からは、臨床を離れ、免疫学教室で
研究に専念しました。家族性に原因不明の免疫
疾患を発症された患者様に血液採取にご協力し
ていただき、ゲノム解析で原因遺伝子を見つけ
る。続けて、患者様と同じ遺伝子変異を持つ細
胞や遺伝子改変動物を作製して、その病気の発
症メカニズムを明らかにするという研究です。
家族性寒冷蕁麻疹や脂肪萎縮を伴う自己炎症性
疾患、家族性肺線維症などの原因遺伝子を同定
し、あっという間に10年が経過しました。
　そして平成30年に小児科医として臨床に復帰
し、徳島大学病院で３年間、徳島県鳴門病院で
３年半勤務させていただき、現在に至ります。
現在、東病院ではポストNICUを含めた重症心
身障がいの患者様、西病院では筋ジストロ
フィーの患者様の診療に携わらせていただいて
おります。これまで携わってきた一般小児科と
は大きく異なるため、難しく感じることも多々
ありますが、日々学びながら精一杯努めて参り
たいと思います。どうぞよろしくお願い申し上
げます。
� 小児科部長　北村　明子
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とくしま医療センター東病院 やさしい笑顔で、
あたたかな医療を提供します
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　厚生労働省が示す「障害者福祉施設等におけ
る障害者虐待の防止と対応の手引き」では、衝

動的な怒りの
感情が虐待の
要因になる場
合があるた
め、アンガー
コントロール
（アンガーマ

ネジメント）の研修を通じて、怒りが発生する
原因やメカニズム、コントロール方法を理解す
ることが示唆されています。更に、怒りの感情
を上手にコントロールすることは、人間関係を
良好にし仕事のパフォーマンスを向上させる効
果も期待されています。
　これまで、徳島県が実施する障がい者虐待防
止・権利擁護研修や障害者支援施設の障害者虐
待防止研修、特別支援学校の教職員メンタルヘ
ルス研修などでアンガーマネジメントの研修講

師を担ってお
り、令和６年
12年は徳島
県発達障がい
者総合支援セ
ンターハナミ
ズキが実施す
る家族サポー

ト教室で、令和７年１月は鳴門市が実施する虐
待防止・権利擁護研修で「しあわせな日々を過
ごすためのアンガーマネジメント　～愛なき時
代に生まれたわけじゃない～」をお伝えしまし
た。
　アンガーマネジメントは1970年代にアメリ
カではじまった怒りの感情と上手につきあうた
めの心理トレーニングであり、日本アンガーマ
ネジメント協会は「怒る必要のあることは上手
に怒れ、怒る必要のないことは怒らないですむ
ようになること」を目的としています。私の研

修は、日本アンガーマネジメント協会の目的や
内容に加えて「怒りの感情をコントロールする
経験を通じて自分をエンパワメントする」、「怒
りのエネルギーをポジティブな行動を起こすた
めのエネルギーに変換する」、「お互いに納得い
く答えを見つけるために自己開示する」などを、
映像や楽器などを使って楽しくお伝えするよう
努めています。
　参加くださった方々から「資料の読み取りや
すさ、オリジナルの演出を交えて話された事、
時間の長さ等興
味をもって集中
して聞くことが
できた」、「利用
者と話をする時
にも相手の考え
を尊重する姿勢
を忘れないよう
にしたい」、「研修で学んだことを今後の支援活
動に取り入れていきたい」など温かい感想をい
ただき、研修などを通じて多くの方々と繋がり
の機会をもたせていただけることに、私は“し
あわせな日々”を過ごさせていただいていると
実感しました。これからも地域との繋がりを大
切に研鑽してまいります。

（追伸）
　ハナミズキでは２年前に家族に内緒で購
入したOVATIONのギターで「上を向いて
歩こう（坂本九）」を、鳴門市では２週間
前に家族に内緒で購入した斉藤和義モデル
のギターで「ずっと好きだった（斉藤和義）」
の弾き語りを行いました。講師として自
己開示の大切さをお伝えしていますの
で、２本のギターのことを打ち明けられ
る日が来ればと考えております。

（「しょうがい」の標記については、施設名
や研修名等の標記にあわせています。）

「しあわせな日々を過ごすための
アンガーマネジメント　
～愛なき時代に生まれたわけじゃない～」
をお伝えしました。� 療育指導室長　佐々木　祐二
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　当院は重症心身障害のある方々に福祉サービ
スとして療養介護や障害児入所支援を提供して
います。サービスを提供するにあたり、医療や
介護の提供とあわせて「この方にとっての喜び
は何か」を考え、しあわせな日々を過ごしてい
ただけるよう療育活動の充実にも取り組んでい
ます。その取り組みのひとつとして、令和７年
１月には、初詣を楽しんでいただきたいと考
え、療育訓練棟に鳥居や境内などを制作し新春
行事「新陳大社で初詣」を行いました。
　行事では、入り口の鳥居をくぐり、手水舎で
心身を清め、参道を通ってご神前へ進み、賽銭
箱に「５円１枚のご縁」、「５円２枚の重ね重ね
ご縁」、「５円５枚の二重のご縁（25円）」、「５
円９枚の始終ご縁（45円）」など、気持ちを込
めて思い思いの枚数を納めました。参拝後はお

みくじや、絵馬に願い事を書いて初詣を楽しん
でいただき、最後は健康の神様を祀る新陳大社
の御神木「きんにくっすー君」の前で記念撮影
を行いました。
　地域で暮らす障害のある方々が、加齢や疾病
などにより医療的な支援が必要になったときに
療養介護を利用いただき、充実した生活、しあ
わせな日々を過ごしていただけるよう「やさし
い笑顔とよりそう医療」をキャッチコピーに取
り組んでいます。
　今年度は当院の福祉サービスを紹介するパン
フレットを作成しホームページに掲載しまし
た。QRコードからもアクセスで
き、当院の取り組みや助成制度な
ども紹介しておりますのでご覧い
ただけると幸いです。

一、鳥居をくぐり

四、おみくじを引き

二、手水舎で心身を清め

五、絵馬に願いを書き

三、お賽銭を納め

六、記念撮影をしました

「写真の掲載についてはご家族等の了承を得ています」

しあわせな日々と
健康を願い、新陳大社へ
初詣に行きました

� 療育指導室長　佐々木　祐二
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１．特徴

　アレルギー性鼻炎は、ダニや埃などが原因で
１年間を通して症状がみられます。スギやヒノ
キの花粉などが原因で花粉の飛散時期に症状が
みられます。
　くしゃみ、透明な水鼻、鼻づまりなどが特徴
です。通常は鼻呼吸を行い湿度が加わり体内に
入りますが、鼻づまりなどにより口呼吸になる
と乾燥した空気がそのまま体内に入り感染症な
どのリスクが高まります。

２．症状

　くしゃみ、鼻水、鼻づまり　です。
　くしゃみは回数が多く、鼻水は無色で粘り気
がなくサラサラしています。
　鼻づまりは、鼻の粘膜が腫れることで起こり
ます。

３．治療について

・アレルギー性鼻炎の治療には「薬物療法」「ア
レルゲン免疫療法」などがあり、花粉を回避す
るには環境整備も必要となります。
・薬物療法では鼻水を抑える抗ヒスタミン薬の
飲み薬や鼻の炎症を抑える点鼻ステロイド薬、
鼻づまりを改善するロイコトリエン受容体拮抗
薬などが用いられています。抗ヒスタミン薬は

眠気などの作用がある為、眠気の出にくい薬も
あります。
・アレルゲン免疫療法は、原因となるアレルゲ
ンを投与し体のアレルギー反応を弱める治療で
す。治療は数年必要です。薬物療法のみでは症
状が抑えられない患者ではアレルゲン免疫療法
が考慮されます。

４．鼻のケアについて

（１）鼻の洗浄
　鼻を洗浄する際は水道水だと鼻の粘膜を傷つ
けてしまうため生理食塩水を利用してくださ
い。
（２）鼻の粘膜保護
　保湿ティッシュペーパーを使用し鼻をかむこ
とも有用です。
（３）室内の加湿
　鼻腔に炎症があると粘膜機能が低下するた
め、室内を加湿し水分を補ってください。空気
が乾燥している時はマスクが有用です。
（４）マスク・メガネ
　マスクは、花粉の吸いこむ量をおよそ３分の
１～６分の１に減らし症状を少なくする効果が
期待されています。風が強いとマスクをしてい
ても鼻の中に入る花粉は増えます。また、メガ
ネをかけることで目に入る花粉の量も軽減され
ます。
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アレルギー性鼻炎 について


